
Japanese Association for Tibetan Studies

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Assoolatlon 　for 　Tlbetan 　Studles

成立初期の清朝に おける ア ム ドの寺院と僧た ち

池尻 　陽子

0　 は じめ に

　チ ベ ッ トにお い て ガ ン デ ン ポ タ ン政権が 誕生する少 し前，ユ ー
ラ シ ア東隅の 遼東か ら興っ た

満洲人政権が台頭 し，南モ ン ゴ ル 諸部を傘下 に収める と，北の ハ ル ハ ； モ ン ゴ ル の 情勢を窺い

つ つ 明朝 と対峙 して い た 。 1636 年，満洲の 君主 （ハ ン ）で あ っ た ホ ン タイジ （Man ．　Hong 　taiji

1592− 1643，在位 1626−43）は，満洲人 ・モ ン ゴ ル 人 ・漢人 か ら の推戴を受ける形で登 極 し，

国号を 「大清 （Man ．　Daicing）」とした 。
い わゆ る，清朝の 成立で ある 。 そ して そ の 直後か ら，

ホ ン タイ ジはハ ル ハ ＝ モ ン ゴ ル 首長層と連携してチ ベ ッ トへ 使者を送 り，ゲ ル ク派の 高僧ダ ラ

イ ラ マ 五 世 （Ngag 　dbang　blo　bzang　rgya 　mtsho 　1617− 82）を招請せ ん と活動を始め る 。 こ れ が清

朝 と中央チ ベ ッ トとの 間で行われ た最初の 公式交渉である 。 こ の招請活動はホ ン タイジ存命中

に は結実 しなか っ た もの の ，続 く順治朝 （1643−61）にお い て ， 北京遷都 を果た し中国支配 を

本格化 させ て い く中で も継続 され，順治帝親政開始直後 の 順治 9− 10年 （1652−53）つ い に実現

に至 り，清 ・チ ベ ッ ト関係をさらに進展 させ る契機とな っ た 。

　本稿で は，こ の 清
・
チ ベ ッ ト関係 の黎 明期に両者 の 間を仲介 したチ ベ ッ ト仏教僧た ちに着 目

し， 彼 らの 所属する コ ミ ュ ニ テ ィ や人脈 を分析す る こ とで ，彼 らが清 ・チ ベ ッ ト関係構築に果

た した役割を考察する 。

0．1　 清朝史料に現れ る最初期の清 ・チベ ッ ト関係仲介者

　本稿で は，こ の 時期に清
・
チ ベ ッ ト関係 を仲介 した人物と し て

， 清朝史料 に頻繁に現 れ る

二 人の チ ベ ッ ト仏教僧 に特 に注 目す る 。

一
人は 「イラ グ クサ ン ＝ フ トク ト」 （Mon ．皿aYUYsan

qutuytu）とい うモ ン ゴ ル 語の 称号 を持つ 人物で
，

チ ベ ッ トか ら ホ ン タ イジ の もとに派遣 された

最初の チ ベ ッ ト大使 と され る （Ahmad 　l970；馬
・成 1986；若松 1994；李 2005）。 もう

一
人は，

順治年問の 北京で 活躍 した パ ン デ ィ タ ＝ ノ モ ン ハ ン （Man ．　Bandida　nomon 　han）で
， ダライラ

マ 五 世が 北京を巡錫 した際，迎接の 指揮 を委ね られた皇帝膝下 の 僧で ある （若松 1996；黄 1993
，

47−48；石濱 2011，　41−73；池尻 2007）。 両者に つ い て ，多 くの 先行研究が上述の 称号と仲介者 と

して の 事績の
一

端を取 り上 げて きたが ，彼ら の 人物像は依拠す る史料 に よ っ て 異 な り，研 究者

の 間で見解が
一

致して い ない 。彼 らの活動が そ の 後の歴 史に何を齎した の か を正 当に 評価する

に は，まずは彼らが何者で あるか を解明する必 要が あろ う。そ こ で 本稿で は，最初期の 清 ・チ

ベ ッ ト関係構築に特に貢献 した両者に つ い て ，同時代
一
次史料を用い て よ り正確な人物比定を

行う。 また，そ の 過程で 導き出され る ア ム ド東部の 寺院 と彼ら との 関わ りを整理 し， 清朝の チ

ベ ッ ト仏教政策史上 に い か な る意義をもつ か に つ い て も検討した い 。
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1　 二 人 の僧 をめ ぐる先行研 究の 見解

1．1　イ ラ グクサ ン ＝ フ トク トにつ い て

　 　「イラ グクサ ン ；フ トク ト」 は，モ ン ゴ ル 語で 「勝利せ る聖者」を意味 し，当時モ ン ゴ ル ・

チ ベ ッ トの 高僧 に対 して よ く用 い られた称号で ある 。 本稿で取 り上 げる人物以外に も，歴 史上

複数の 「イラ グクサ ン ＝ フ トク ト」が清朝 と関わ りを持 ち，史料 中に 同名異人が混在 して い

る 。 馬 ・成 （1986）は，それ ら複数の イラグ クサ ン ＝ フ トク トを整理 し，そ れ ぞれ を正確に比

定する試みを行 っ て い る 。 その 後，若松 （1994）がチ ベ ッ ト語 ・モ ン ゴ ル 語史料を用 い て馬 ・

成の 誤 りを幾つ か修正 し， さらに李 （2005）が本稿で 取 り上げるイラ グ クサ ン ＝ フ トク トに つ

い て専論 し，清朝の 襠案史料 を用 い た より精緻 な研究 を発表 して い る 。 これ らの先行研究の 成

果 を基に，まず は最初の チ ベ ッ ト大使 として の 事績 をみて い きた い 。

　本稿で取 り上 げる イラグ クサ ン ＝フ トク トは，名をセチ ェ ン ＝チ ュ
ージ ェ （Se　chen 　chos 　rje）

とい い ，グ
ー

シ ；チ ュ
ー

ジ ェ と も呼ば れ て い た
（1）

。 DsN （1124a ）に よ る と，鉄 辰年 （1640）

に パ ンチ ェ ン ラマ
ー世 （Blo　bzang　chos 　kyi　rgyal 　mtshan 　157〔レ 1662）とダ ライラ マ 五世の命 を受

け，新興の 清朝 を施主 として獲得 するために使者 として 派遣 される こ ととな っ た 。 ET （323−24）

には さ らに，こ の 際両 ラ マ か ら 「イラグクサ ン ＝フ トク ト」の 称号 を授与 されたとの 記述があ

るが，こ れ は D5N な どチ ベ ッ ト語史料 には みられない 記事で あ る ため ，その 信憑性 に つ い て こ

こで検討 して お く。 ET は オル ドス 部の サガ ン ＝セチ ェ ン （Mon ，　Saγang 　seさen 　l　604−？）が著 し

た モ ン ゴ ル の 年代記で ある 。 著者サガ ン ≡ セ チ ェ ン は，こ の ダラ イ ・パ ンチ ェ ン両 ラマ に よ る

セ チ ェ ン ！チ ュ
ージ ェ 派遣 に直接関わ っ た当事者で はない もの の ，彼 らと同時代人で ある 。 ま

た 李 （2005，53−55）に よれば，サガ ン ； セ チ ェ ン の 家系 と セ チ ェ ン ＝ チ ュ
ージ ェ は親密で あ っ

た こ とが D5N や ET にも記録 されて い る 。

一
族 きっ て の 知識人で あ り，仏教 を篤 く信仰 して い

た と い わ れ るサガ ン ＝セ チ ェ ンが，同時代 人で オ ル ドス 王公 と親交 の あ っ た セチ ェ ン ＝チ ュ
ー

ジ ェ の 経歴を書 き誤 る と は考 えにく く，ET の セチ ェ ン ≡チ ュ
ージ ェ に関する記述の 信憑性 は

非常 に高 い と考 えられ よ う。

　 さて ，イラ グクサ ン ＝フ トク ト号を得た セチ ェ ン ≡チ ュ
ージ ェ ら

一
行 は，崇徳 7年 （1642）

10 月，当時清朝の 都で あ っ た ム クデ ン （Man ．　Mukden，現在の 中国遼寧省瀋陽市）に到着 し

た 。 ホ ン タイ ジは 自ら諸王 ・大臣 らを率 い ，門外 まで 出て迎 えた とい う
ω

。 そ れか らセ チ ェ ン

＝チ ュ
ージ ェ らは 8 ヶ 月間ム クデ ン に滞在 した 後 崇徳 8年 （1643）5月，ホ ン タイ ジか らの

親書 を携 えた清朝側使節団 とと もにチ ベ ッ トへ の 帰途に つ い た
ω

。 セ チ ェ ン ＝チ ュ
ー

ジ ェ は そ

の 後 火犬年 （順治 3，　1646）後半には ハ ル ハ に派遣 され て い る こ とが DsN （1135b）か ら判明

す るが，その 翌年にあたる順治 4 年 （1647）正月の 『世祖実録』の 記事に以下の よ うに記され

て い る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 イ ラ グ ク サ ン ＝フ ト ク ト

理藩院副理 事官羅多理 を遣わ し，故喇嘛伊拉古克三 胡土克圖に鞍馬 ・緞 匹 ・器皿 ・茶香等

の物 を賜 う。

　　　　　　　　　　　　　　　　 （『世祖実録』巻 30
， 順治 4 年正月壬戌 〔20 日〕条）
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李 （2005，57）は こ の 記事か ら，セチ ェ ン ＝ チ ュ
ージ ェ は順治 3 年後半か ら順治 4 年正 月まで

の 時期に，ハ ル ハ にお い て死去 した と指摘す る 。

　以上がイラグクサ ン ＝ フ トク トこ とセ チ ェ ン ＝ チ ュ
ージェ の チ ベ ッ ト大使 として の 事績の 概

要で あるが，若松 （1994）は DC に セ チ ェ ン ＝ チ ュ
ージ ェ の 略伝 と思 しき記述が ある こ とを指

摘 して い る 。 氏が指摘する の は，ア ム ドの パ ージ ョ 寺 （Bajo
’i　dgon　bstan　pa　dar　rgyas 　gling）に

関す る以下 の 記事で ある 。

　パ ージ ョ 寺テ ン パ ＝ タ ル ギ ェ リ ン につ い て。セ チ ェ ン ＝チ ュ
ージ ェ ＝ ギ ェ ル ウ ェ

ー
＝

テ ィ ン レーパ ≡チ ン パ ≡ギ ャ ン ツ ォ （se　chen 　chos 　rje　rgyal 　ba’i’phrin　las　pa　sbyin 　pa　rgya

mtsho ）は，ニ タ ン僧院の 附近の カ ル 族の 家系 （kar　gyi　rigs ）に お 生 まれ に な っ た 。 こ の

頃，当代の 女真王 （ホ ン タイ ジ）が 非常に勢力を強め て い た こ とか ら，パ ン チ ェ ン ＝ ロ サ

ン ＝ チ ュ
ーギ ェ ン と偉大な る五 世の 両者が 「我々 の 側 の施主 と し て 引 き入れ る こ とが で き

るか検討 して み な さ い 」と仰 っ た 。 こ れ を受けて t 第 ll ラ プチ ュ ン鉄龍年 （1640）に ム

ク ト ゥ ン （mug 　tun
， 即ちム ク デ ン）に お 出で に なる と直ちに土地 に吉祥が現れた の で ，王

（ホ ン タイジ）は 〔セ チ ェ ン ＝ チ ュ
ージ ェ を〕応倶僧として敬 っ た 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （DC ，
213a−b）

こ こ まで
， 確か に 先ほ どみ た チ ベ ッ ト大使イラ グクサ ン ＝ フ トク トの 事績 と

一
致 して い る 。 「セ

チ ェ ン ＝ チ ュ
ージ ェ ＝ ギ ェ ル ウ ェ

ー ＝ テ ィ ン レーパ 」と い う呼称も，D5N （Il35b ）で 一カ所

の み だが確認で きる 。

　とこ ろが ，DC の セ チ ェ ン ＝ チ ュ
ージ ェ 略伝は以 下の よ うに 続 く。

　猿年 （1644）の 末，東の 大国で の 政変 に よ り流賊が大明朝 の 崇禎帝の 首都 を奪取 したが，

制圧 する こ とはで きなか っ た ため，結局満洲人 の 手に落ち，〔セチ ェ ン ≡ チ ュ
ージ ェ は〕 マ

ハ
ー

サ ン マ タ王 （最初の 転輪聖 王）の 首都に順治帝が初め て お 着きに なる 〔の に 相応 しい 〕

星回 りや時刻 などを占 っ て，王 と一緒に北京に い ら っ し ゃ っ た
 

。 皇帝が 金の 玉座 に鎮座

なさっ た後，政治の 安定化 の ため に宮廷内の シ ン シ ェ ン （zin　shan ）
（”）

と い う山の 頂に仏塔

（北海の 白塔 を指す）を築 き，その 面前 に は 〔ペ ン デ ン〕ラ モ （lha　mo ）と 〔獅子〕面女

一   。 その 三 本の 旗は最近い か なる理由か ら

か，漢式の 旗竿 と呼ばれ る三 本の 木の 竿に変わ っ て しま っ て い る 。 外側 の 背面には 政治の

御守 りさなが らに黄寺 （lha・khan　 ser　 o ）お よび所依をお建て に な っ た
  。 ある と き，〔セ

チ ェ ン ＝チ ュ
ージ ェ は〕縁起か つ ぎの ため に城壁 の 上か ら角笛を鳴らして巡 り歩 くとい う

こ とを最初 に お始め に な り，それは今 で も存続 して い る ようである 。

　こ の よ うに して 〔セチ ェ ン ＝ チ ュ
ージ ェ は 〕恩恵深い 御方で あ られたので ，〔皇帝は〕灌

頂 （bkwan 　tin）の 任務や新築 した伽藍の 扁額 （en ）を下さっ た  。

（DC ，213b）

先述の 如 く，セ チ ェ ン ＝ チ ュ
ージ ェ はホ ン タイジ の 崩御前にチ ベ ッ トへ 帰還 し て お り， 下 線部
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  の ように順治帝 と と もに北京に入城す る こ とは不可 能である。また，下線部  は北海の 白塔

下線部  は黄寺 の建立 を指 して い るが，何れ も順治 8 年の創建で あ り，順治 4 年初め まで に死

去 したセ チ ェ ン ＝ チ ュ
ージ ェ が行 える はずが な い 。若松 （1996，405−09）も指摘す る通 り，こ

の 後半 の 事績は，次に取 り上 げる パ ン デ ィ タ ＝ ノ モ ン ハ ン の もの なので ある 。 何故両者の 事績

が 混同され て い る の か，その 疑問 につ い て考察する前 に．まずは次節で パ ン デ ィ タ ＝ ノ モ ン ハ

ン の 事績を整理 して お きた い 。

1．2　 パ ンデ ィ タ ＝ ノ モ ン ハ ン につ い て

　順治年間の 清朝にお い て 「パ ン デ ィ タ ＝ ノ モ ン ハ ン」 と呼ばれ た そ の チ ベ ッ ト仏教僧は，特

に 順治 9− 10年 （1652−53）の ダ ラ イラ マ 五世来錫時の 迎接に重要な役割を果た し，D5N で は

「チ ャ ム リ ン ＝ ノ ム ン ハ ン 」の 名で そ の 活躍が記録 されて い る （Ahmad 　1970，179−80）。また t

石濱 （2007，
　27− 33；2011，

41−73）に よ る と，順治 8 年 （1651）に順 治帝の 親政開始 を言祝 ぐた

め 同時に建立 された北京の
“一

塔 二 寺
”
，すなわち北海白塔 ・普勝寺 ・黄寺の 建立者 で もある。

こ の よ うに
，

パ ン デ ィ タ ＝ノ モ ン ハ ン は順治朝 の チ ベ ッ ト仏教事業 を
一

手に担 う清朝内チ ベ ッ

ト仏 教界 の 統 率者 だ っ た の で あ り，そ の 存在は 後 の 清朝の チ ベ ッ ト仏 教 へ の 施策に大 きな影響

を与えて い る （拙稿 2007
，
　49−53）。

　こ の パ ン デ ィ タ ＝ ノ モ ン ハ ン の 出 自や経歴 に つ い て は諸説あるが，中国の研 究者 に広 く支持

され て い る の が ，次の 黄頴 （1993，
47−48） の 説で あ る

｛6｝
。 す なわ ち．パ ン デ ィ タ ＝ ノ モ ンハ ン

とは、ア ム ドの 名刹ク ン ブ ム 寺の 寺誌 （KD ） に略伝がある パ ー ドゥ 御前チ ュ
ー

ジ ェ ； チ ン パ

＝ ギ ャ ン ツ ォ （Pa　gru　zhabs 　drung　chos 　rje　sbyin 　pa　rgya 　mtsho ）なる人 物である とする
〔7）
。黄顳

氏が 根拠 とする KD の 略伝 とは，以下の もの で ある 。

　チ ュ
ージェ ＝ チ ン パ ＝ ギャ ン ツ ォ は，パ ン チ ェ ン ＝ロ サ ン ＝ チ ュ

ー
キ ≡ ギ ェ ル ツ ェ ン と

一切 をご覧になる 偉大 なる五 世の お 二 方か ら厳粛なる授記を賜 り 〔それを〕お 引 き受けに

な っ て，ア ム ドを経由 して 東方の 広大 な地域の ム ク トゥ ン （ム クデ ン） とい う場所 に到達

した。い ら っ し ゃ っ て 間もな く，吉祥 なる優れ たか た ちの 大 きな前兆が起 こ っ たの で ，女

真大王 （ホ ン タイジ）は根本の 上 師 と して 依止 した。…
（中略）

…

　そ れか ら 4 年 目，第 11 ラ プチ ュ ン の 木猿 の年 （1644）…
（中略）

…ホル 暦 5 月 1 日に順

治皇帝が 金 の 龍に よ っ て 高み に 上 げられ る王座 にお い て権力 を掌握 した の み な らず，年月

日が い つ かな ども 〔チ ュ
ージ ェ 〕の授記の とお りに起 こ っ た 。 それか ら，チ ュ

ージ ェ パ は

王宮に招かれて ，応供上 師に就任する よ う要請 された   。 皇帝の 政治を堅 固にするため に，

「紫禁城 の 中で ，あなた様の ラ モ の 秘密の タ ン カを中に収蔵 して ある塔が
一

つ ある のが，非

常 に不吉で ある の で，以後も存続する とは思われない 」 と言 っ て，黄色 の 王宮の境 界の シ

ン ハ
ーン （zin ・han）（8）

と い う山の 頂に大 きな塔 （北海の 白塔） と，その 前に ラ モ の 主従三尊

の 所依と旗を安置 した  もの は後に旗竿 （chi 　gwan ）に変わ っ て い る 。 敵を制圧 するために

城の 上部か らラ ッ パ ・角笛 を吹奏して回る など，縁起担 ぎは現在 も時 々 行わ れ て い る 。 木

城塞の 外 の 北側 に東黄寺 （tun　 bhwan 　 zi・ste・lha・khan　 ser 　 o ）を建立 な さ っ た  後に
一

切をご覧 に なる偉大なる五 世が 〔北京に〕い らっ しゃ っ た折 に ご宿泊な さ っ た 。

… （中略）
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…一
切 をご覧になる偉大なる五世 を招請 して か ら，仏法の 主 として奉 じて

， ダライ ラ マ の

詔書 を差 し上 げた こ とな ど， ゲル ク派 と福田 ・施主 の 関係にな っ た こ と も，
こ の優 れ た御

方の 善巧方便 とい う無上の 増上縁 によ る もの で ある 。 皇帝か らも優れた御方に 灌頂国師の

任務 （bkwan 　tin　 ko　shri　las　ka）とパ ー ドゥ寺テ ン パ ＝タ ル ギ ェ リ ン に 旨扁 （bka
’i　tsi　 an ）

をも賜 っ た
  。

（KD ，282−83）

一読 して わかる よ うに，これ は前節で紹介した DC （213a−b）の セ チ ェ ン ＝ チ ュ
ージ ェ 略伝 と

酷似 して い る 。 「チ ュ
ージ ェ ＝チ ン パ ＝ ギャ ン ツ ォ」 とい う呼称 は DC の 「セ チ ェ ン ＝ チ ュ

ー

ジ ェ
＝ギ ェ ル ウェ

ー＝テ ィ ン レ
ーパ ＝チ ン パ ＝ ギ ャ ン ツ ォ 」を省略 した もの で ，DC 記載の もの

が彼 の 正式 な名で あっ た と考えられ る 。 全体に KD の 方が詳 しい 記述 にな っ て い るが，冒頭の

事績がイラグクサ ン ≡フ トク トの もの で ある こ とや ，パ ン デ ィ タ ＝ ノ モ ン ハ ン の 事績 と して 知

られ る下線部 
〜
  の 記事，下線部  の 皇帝か ら灌頂の任務 と扁額 を賜 っ たエ ピ ソ ードなど，

プU ッ トが完全 に
一致 して い る 。 恐 らく，DC ・KD の該当部分は 同 じ文献に基づ い て記述 され

た もの なの であ ろ う
〔9）

。 よっ て ，黄顳 （1993，47−48）が パ ン デ ィ タ ＝ ノ モ ン ハ ン と同定す る人

物の 前半生は，前節で取 り上げたイ ラグ クサン ＝フ トク トとい うこ とになるが ， 両者が別人で

ある こ とは既に述べ た通 りで ある。 イラグクサ ン ＝フ トク トの 本名が セ チ ェ ン ＝ チ ュ
ージ ェ で

ある こ とは同時代史料で ある D5N ・ET か らも確認 される の で，　 DC ・KD はイ ラグ クサ ン ＝ フ

トク ト ＝ セ チ ェ ン 冨 チ ュ
ージ ェ の 略伝で あ り，後半生 の エ ピ ソ

ー
ドとして パ ン デ ィ タ ＝ノ モ ン

ハ ン の事績が誤 っ て挿入 された もの と考えられ る 。

　で は，パ ン デ ィ タ ＝ノ モ ンハ ン とは誰な の か 。 黄顳 （1993，
47−48）とは異 なる 人物 を挙げる

のが，若松 （1996，405− 10）で ある。 若松氏は，南モ ン ゴ ル の シ レ トゥ ＝フ レーに関す る論考

にお い て，第三代 ジ ャサ ク大 ラ マ
 

であっ た 人物が パ ン デ ィ タ ＝ ノ モ ン ハ ン で ある と指摘 し

て い る 。

2 　シ レ トゥ ニ フ レ ー とパ ンデ ィ タ ニ ノ モ ンハ ン

2．1 シ レ トゥ ＝ フ レ
ー

の起 源 と始祖ア シ ャ ン ＝ マ ン ジ ュ シ ュ リ

　シ レ トゥ ＝フ レーは，現在の 中国内モ ン ゴ ル 自治区通遼市庫倫旗に 当た る 。 そ の 原型 は，清

朝の 太宗ホ ン タイ ジに厚遇 され たチ ベ ッ ト仏教僧 ア シ ャ ン ＝ マ ン ジ ュ シ ュ リ（Azhang　manydzu

shri 　1550 頃 一1636）と い う人物に よ っ て築か れた 。 シ レ トゥ ＝ フ レ ーの 歴 史を論 じる斉 （1987，

15− 16）及び若松 （1996，　397−404）に よる と，その 経緯は以下の よ うで あ っ た 。

　ア シ ャ ン ≡マ ン ジ ュ シ ュ リは 1550年代にア ム ド地方 に生 まれ ， ラサの デ プン僧院 ゴ マ ン 学

堂で学問を修め た と言われ る 。 その 伝説的な前半生 はこ こ で は割愛す るが，17 世紀初頭以 降，

南モ ン ゴ ル の ハ ラチ ン や バ ー
リ ン で 仏法 を説 い て い た と こ ろ を，天聡 3年 （1629 ）そ の 名望 を

聞きつ けた太宗ホ ン タイジか ら招請 を受ける 。 翌年実際に ム クデ ン を訪れ，非常な歓待を受け

た こ とが 清朝側の史料か らも確認で きる
（v ）

。 その 後，天聡 6 年 （1632）か ら ム クデ ン の 辺外に
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位置す る法庫 山に住 む ように な り，ほ どな くして 家畜 を伴 っ た移動式の 僧 院，フ レ ー
（庫倫）

｛12｝
を営み現在の 庫倫旗一帯 に移 り住んだ。 こ れに よ り，該地は 「マ ン ジュ シ ュ リ ＝ フ レー」 と

呼ばれる ように なっ たとい う。 や が て僧院は固 定化され，ア シ ャ ン ＝ マ ン ジュ シ ュ リの後継者

が代々 首領 として教 団と属民を束ねる よ うに なり，南モ ン ゴ ル で 唯一政教一致の行政 シ ス テ ム

を敷 くシ レ トゥ ＝ フ レ ー
が 誕生す る 。

　 こ こ で，始祖 ア シ ャ ン ＝ マ ン ジュ シ ュ リに 関する別の事柄に霄及 してお きた い 。 それは．ア

シ ャ ン ＝ マ ン ジュ シ ュ リとア ム ド東部の寺院 との 関係で ある 。 若松 （1996，400−02）は，や は

りDC の ウシ タク寺 （U　shi 　brag　dgon　chen 　bshad　sgrub 　chos 　
’khor　gling）言吉を紹介 して い る 。

ウ シ タク大僧院 シ 」」
一 ド ゥ プ ＝ チ ュ

ー
コ ル リ ン は，サ ム ロ ＝ ア シ ャ ン ＝ マ ン ジ ュ シ ュ リ

が ダ ラ イ ラ マ （三 世）ソ ナ ム ＝ ギ ャ ン ツ ォ の授記 を拝受 して 建立 した もの で ある ， 六代 目

当主 まで の 間，僧 院は良く発展 し，今 と なっ で は跡地 となっ て い る場所 に収容 し切 れなく

な っ た こ とか ら，座主 （  ri）チ ン パ ＝ ギ ャ ン ツ ォ
“ 3）

の 直弟子 ア シ ャ ン ＝ シ レ トゥ とパ ー

．ジ ョ 僧院 （登熏 ン ソ   画置墾ダライ互ヱ互世 に請璽 して ，僧院 塗田舎 に移鑿曳なの である 。 そ

れ以降，タン リン ； リン チ ェ ン ＝ シ ェ
ー

ラ プ，ドツ ァ ン ＝ シ ェ
ー

ラプ ＝ リンチ ェ ン，パ ー

チ ュ ＝プ ン ッ ォ ＝ギ ェ ル ッ ェ ン，… （中略）…パーチ ュ ＝ ル ン ド ゥ プ ＝ チ ュ
ー

ベ ル 〔が歴

代の 座主 を務め た〕。教科書は ゴ マ ン 学堂 と共通で ある 。以上 の よ うに 『黄瑠璃』に解説 さ

れ て い る
岡

。 ア シ ャ ≧．ぞ シ レ トゥ とい う方は，．〔ダラ イ ラ マ 1．一五 世が 漢坦
・

らっ L趁

た際，黄寺の 担当僧侶で あ っ たそ の 御方の よ うで ある 。

（1）C，263b＞

この よ うに，ア シ ャ ン ＝マ ン ジ ュ シ ュ リは ア ム ドの ウ シ タク寺の創建者で もあ っ た 。 さ らに，

訳文中の 太線で示 した部分，歴代座主 の 名に冠 され る タ ン リ ン （thang　 ring ）・ドツ ァ ン （gro

tshang）・パ ーチ ュ （bE　cu ）は，それ ぞれ タ ン リ ン寺 （Thang　ring 　dgon　dga’ ldan　bshad　sgrub

gling，龍合寺）・ドッ ァ ン 寺 （Gro　tshang 　Iha  ang ，瞿曇寺），そ して前章で 紹介 したセ チ ェ ン

＝ チ ュ
ージ ェ 創建の パ ージ ョ 寺を指 し，全て ウ シ タク寺近隣，ア ム ド東部 に位置する寺の 名で

ある
（15）

。 この事が 持 つ 意味に つ い て は第 3節 にて改 めて検討す る 。

2．2　「喇嘛伝」 にみ られ る略伝の概要

　再び パ ン デ ィ タ ＝ ノ モ ン ハ ン とシ レ トゥ ＝ フ レ
ーとの 関わ りに詰を戻 す。 若松が パ ン デ ィ タ

＝ ノモ ン ハ ン とシ レ トゥ ＝フ レ
ーを結びつ ける根拠とする の は，シ レ ト ゥ ＝ フ レ ー

に残 る歴代

ジ ャ サ ク大ラ マ 伝記集に収録 され て い る第三 代ジャ サ ク大 ラ マ 伝で ある 。 こ の 伝記集 は，道光

年問 （1821−51）に シ レ トゥ ＝ フ レー
で成立 した とみ られる書物 で，始祖 ア シ ャ ン ＝マ ン ジ ュ

シ ュ リか ら第十六代の ジ ャサク大 ラマ まで の 歴 代 ジ ャ サク大 ラマ それ ぞ れ の 略伝 （記載は道光

元年 まで）が収録 されて い る 。 原本はチ ベ ッ ト語で 記され，1960 年 にその モ ン ゴ ル語訳が作成

された。 しか し，文化大革命中にチ ベ ッ ト語の原本 とモ ン ゴ ル 語の 翻訳稿が失われ，唯
一

モ ン

ゴ ル 語訳の 油印本の み が難を逃れ たとい う。 その油印本を もとに斉克希氏が漢語訳 を作成 し，

注を附 し て発表 した の が 「錫勒図庫倫旗喇嘛伝匯典」（以下 「喇嘛伝」 と略記）で ある （斉 1989，

129−148；若松 1996，398− 399）。 現在，伝記集の 内容 を知るには，こ の 「喇嘛伝」を利用する ほ
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か な い 。

　「喇嘛伝」に よる と，第三 代ジ ャ サ ク大 ラ マ はチ ャ ム リ ン ； ノ モ ン ハ ン ＝ シ ェ
ーチ ャ ＝ル ン

ドゥ プ （Byams　gling　no　mon 　khan　shes　bya　］hun　gnib）とい う人物である とい う。 以下 ， その 伝

記の 内容を整理 して記す 。

　　［1］清朝来訪前

　　　12歳か らテ ウ ォ ＝ カ ム ツ ェ ン
（16 ）

で学問を修め ， ラプチ ャ ン パ の 学位 を取得
〔17）

。 その 後 ，

　　パ ン チ ェ ン ラ マ
ー

世とダ ライラ マ 五 世の 命に よ っ て太宗ホ ン タ イジ の もとへ 派遣 される 。

［2コム クデ ン での事績

　38歳の 時に ム クデ ン に到着。 ホ ン タイ ジ はた い そ う喜び，シ レ ト ゥ ＝ フ レー
に住む よう

命 じる 。 その 後再 びム クデ ン に招か れ ，実勝寺で の勤行 を暫 く勤め る 。 ム ク デ ン滞在中 ，

王 宮の 四方に塔 と寺を建立する よ うホ ン タイ ジに進言する
（18）

。

［3］ シ レ トゥ ＝フ レ
ー

で の事績

　ホ ン タイジ は南モ ン ゴ ル 諸部か ら 108 人の僧 を集め ， 70 人 をシ レ トゥ ＝フ レ ー
に住 まわ

せ て ，残 り 38人 を新建の 盛京四寺に分駐させ る 。 ホ ン タイ ジ崩御後 の順治 3年 （1646），

順治帝か らシ レ トゥ ＝チ ュ
ージ ェ の 称号 とジ ャ サ ク の 印を授与 され る 。

［4］北京で の 事績

　順治 8年 （1651）の 春 順治帝 によ り新都北京 に招か れ，「パ ン デ ィ タ ＝ ノ モ ン ハ ン 」の

称号 を贈 られる 。 同年，北海の 白塔や黄寺 を建立 し，サム ロ ＝ア シ ャ ン ＝ラプチ ャ ン パ ＝

　　チ ン パ ＝ ギ ャ ン ツ ォ を黄寺の 座 主 に推挙する 。

　　　1頂治 9− 10年 （1652−53）にか けて，ダ ラ イラ マ 五 世の迎接 を指揮する 。

　　　羊年 （1655），シ レ ト ゥ ＝ フ レ
ー

の ジャ サ ク大 ラ マ 職 を辞し， 黄寺の チ ン パ ≡ ギャ ン ツ ォ

　　を後任に推挙する。

　　［5］晩年

　　　引退後 もシ レ トゥ ＝フ レーに留ま り，寺廟の 造営な ど を行う。

　　　丁酉年 （1657）2 月 26 日に死去 。

こ の よ うに，「喇嘛伝」シ ェ
ーチ ャ ＝ル ン ド ゥ プ伝に もまた，「パ ン チ ェ ン ラマ

ー
世とダ ライ ラ

マ 五世 の 命に よ っ て太宗ホ ン タイ ジの もとへ 派遣」 されたとい う，セ チ ェ ン ＝ チ ュ
ージ ェ の 事

績が記され て い る， 但し，DC ・KD とは その 人物名が は っ き りと異なるほか ，
　 DC ・KD にある

パ ー
ジ ョ 寺との 関わ りに つ い て 何も言及が ない 。 その 一方で，清朝 （ム クデ ン ・シ レ トゥ ≡ フ

レ
ー ・北京）で の活動に つ い て は，DC ・KD に は ない 具体的な記述が 随所 にみ られ るの が特徴

であ る 。

　若松氏は ， 清朝来朝の経緯の部分は セ チ ェ ン ＝ チ ュ
ージ ェ の伝記が 誤 っ て挿入 され た もの と

指摘 した上で，他 の 事績 は全 て シ レ トゥ ＝ フ レ ー第三 代 ジ ャ サク大 ラ マ の シ ェ
ー

チ ャ ≡ ル ン

ド ゥ プの もので あ り，清朝史料 に現れる 「パ ン デ ィ タ ＝ ノ モ ン ハ ン」 と同定 した 。

　著者 も拙稿 （2007）にお い て こ の 説 を採用 した。 その 理 由は，シ レ トゥ ＝ フ レー
は清初にお

い て北京と並ぶ 清朝の チ ベ ッ ト仏教の重要 な拠点で あ っ たこ とが 清朝史料か ら確認で き，北京

のチ ベ ッ ト仏教を統括 したパ ン デ ィ タ ＝ ノ モ ン ハ ンが シ レ トゥ ＝ フ レ ー
の長で あ っ て も不思議

で は な い か らで ある
（19 ）

。 しか しなが ら ， 同時代
一次史料に よ っ て パ ン デ ィ タ ＝ノ モ ン ハ ン が シ
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レ ト ゥ ＝ フ レ ー
の 長で あ っ た こ とを証明す る に は至 らなか っ た 。 石濱 （200Z　2011：41−73）が

指摘す る ように，「喇嘛伝」が パ ン デ ィ タ ＝ノ モ ン ハ ン の 時代か ら約 160 年後に 編纂 され た文

献をさ らに 二 重翻訳 した もの で ある こ とを考えれば ，その 内容の み に依拠 した人物比定 に は疑

問が残 る の も事実で ある。

　そ こ で ，次節にお い て ，史料価値の 高 い 同時代満洲語襠案史料 を用 い て 「喇嘛伝」の 記述の

信憑性を検証 して い きた い
。

2．3　同時代 の 満洲語襠案 史料 に よ る 「喇 嘛伝 」の 検証

　「喇嘛伝」の シ ェ
ー

チ ャ ＝ル ン ド ゥ プ伝 に お い て ム ク デ ン で の 事績 と して 記 される もの の う

ち，実勝寺で の 勤行 に つ い て は，斉克希氏が 「喇嘛伝」（138）に 『太宗実録』崇徳 3 年 （1638）

8月辛卯 （1 日）条の 記述 を注記 して い る ほ か，拙稿 （2007，
　49）で もよ り内容の 詳 しい 「満文

国史院襠」の 同 日条 を示 して 裏付けた 。

　「喇嘛伝」 で は続 けて ，シ ェ
ー

チ ャ ！ ル ン ド ゥ プが ホ ン タイ ジに四塔寺の 建立 を進言 した と

記す 。 竣工 の 際に建て られ た 碑文を確認する と，シ ェ
ー

チ ャ が進言 した こ とは記 され て い な い

もの の ，「シ ブ ジ ャ ＝ チ ョ ル ジ ＝ラ マ （Man ．　sib
’
a 　corii 　lama）・ビ リク トゥ ＝ ナ ン ソ の 2 人 に指

示 して （作 っ た）」 とあ り，建立 を任され た僧の
一

入 と して シ ェ
ーチ ャ ＝ ル ン ドゥ プ ら しき僧

の 名が み られ る （法輪寺碑文
（2°
り。 また，こ の 四塔寺 の うちの 塔が完成 し開眼供養 を行 っ た こ

とを記す 「満文国史院襠」 の 記事に も以 下 の よ うにある 。

こ の 後，〔盛京に 〕塔 を建て た礼で ，塔の 前に 館を建 て
， 中 に シ ブジ ャ ＝ ラ ム ジ ャ ム バ ＝

一 ）＿が仏 を奉 っ た 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （「満文国史院襠」順治元年 6 月 19 日条）

「シ ブジ ャ ＝ ラ ム ジ ャ ム バ ＝ラ マ 」は shes 　bya　rab
’byams 　pa　bla　ma と復元で き，「喇嘛伝」に

シ ェ
ー

チ ャ ≡ル ン ドゥ プが ラ サ で ラ プチ ャ ン パ 号を取得 した との 記述が ある こ とか ら，清朝で

もこ の よ うに呼ばれ る こ とが あっ て もお か し くな い で あろ う。 こ の よ うに，「喇嘛伝」の 記載

の 通 り，シ ェ
ー

チ ャ ≡ル ン ド ゥ プと思わ れ る人物が崇徳年間に ム クデ ン に滞在 し て お り，実勝

寺で の 勤行や 四塔寺の 建立に実際に関与 して い たこ とが清朝の
一

次史料に よ っ て 確認で きる の

で ある。

　続 い て 順治朝にお ける事績 につ い て ，「喇嘛伝」 に よる と，シ ェ
ー

チ ャ ＝ル ン ド ゥ プは順 治

8年に北京に招請され て パ ン デ ィ タ ＝ ノ モ ン ハ ン の 称号を授与され，そ の 後
一

塔二 寺を建立 し

て い る。北京の
一

塔二 寺建立の 経緯と意義を論じた石 濱 （2011 ，48 −58）に よる と，
一塔 二 寺の

碑文に は t 「西の 国 （チ ベ ッ ト）の ラ マ 」が 「仏教の 力で順 治帝の 御代を堅固に し民に利益 を

な した い と」塔寺の 建立 を請願 した こ と，順治帝が こ れ を嘉して ラ マ に 「ノ モ ン ハ ン 」の 称号

を与え，
一
塔 二 寺を建立 させ た こ とが 記 され て い る。「西 の 国 の ラ マ 」 の 名は記 され て い ない

が t 「喇嘛伝」の 記述 と矛盾しない うえ，ム クデ ン に四塔寺 を建立 した実績 に鑑みれば こ れが

シ ェ
ー

チ ャ ＝ ル ン ドゥ プで ある可能性は高い で あろ う。

　さ らに，近年刊行された 『理藩院題本』をみ る と，パ ン デ ィ タ ＝ ノ モ ン ハ ン とシ レ トゥ ＝ フ
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レーを結び つ ける決定的な記述が幾 つ も現れる 。 以下は，順治 11年 （1654）3 月 16 日に理藩

院尚書 ミ ン ガ ン ダリらが上奏 した題本中に引用 されて い る パ ン デ ィタ ＝ ノ モ ン ハ ン の 上奏で あ

る 。

……今，パ ン ディ タ ≡ノ モ ン ハ ン の奏する こ と 「上 ハ ン （順治帝）の 睿鑑 にパ ン ディ タ ニ

ノ モ ン ハ ンが文書で 上 奏す る 。 卯年 （1651，順治 8）， 私 の夢に 〔授記 を〕得 て ，〔ネイチ〕

トイ ン
｛21＞

を彼の シ ャ ビ ら共々 フ フ ホ トに送れ と言 っ て い た 。 こ こ にお い て ，〔シ レ トゥ 〕フ

レー
に 〔連れて 来て 〕合流 させ る と い うの を聞い たが，彼処 （フ フホ ト）に住め ば吉祥で

あ っ た 。 睿鑑で 熟慮 され よ 。 こ こ （シ レ トゥ ＝ フ レ
ー

）に合流させた 63 人の シ ャ ビ らを，

その シ ャ ビ らに合流 させ れば吉祥で あ っ た 。 老人 た る我は了解 したとこ ろ を上 奏する 。
ハ

ン の 睿鑑 で熟慮 されよ」とい っ て い る 。 〔理藩〕院の議 した こ と 「太宗皇帝の 時に凡て の

ラマ らをみ なシ レ トゥ ＝フ レー
に委ねて い た 。 こ の 行い が 〔旨に〕悖る ラマ の シ ャ ビ らを

別に住 まわせ る こ とはで きない 。 か よ うなの で，ネイチ ＝ トイ ン ＝ ラ マ の フ フホ トに い る

シ ャ ビ らをもとの 〔旨の 〕通 り衆 ラマ らに合流 させ る よ う，パ ン デ ィ タ ＝ ノ モ ン ハ ン に委

ね た い 」とい う。 こ の ため旨を請い 謹み上 奏する 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『理 藩院題本』第 1巻，62b−63a）

この 史料に記され る案件にその もの に つ い て は論 じる紙幅が ない が，パ ン デ ィ タ ＝ ノモ ン ハ ン

がシ レ ト ゥ ＝ フ レ
ー

の統括者であ っ たこ とが明白に述べ られて い る 。

　「喇嘛伝」で は，シ ェ
ー

チ ャ ＝ ル ン ドゥ プ の 没年を丁酉年 （順治 14，1657）で ある とする 。

これ につ い て，『世祖実録』巻 103，順治 13 年 （1656）9 月庚申 （15日）条に パ ン デ ィ タ ＝ ノ

モ ン ハ ン が 病に罹っ たこ とが記されて お り，こ れ が もとで 死去した と考え られ る 。

　以 上み て きたように，「喇嘛伝」の 記述 は同時代
一

次史料か ら の 裏付けが 可 能で，概ね信頼

で きる とい えよ う。 そうであれば何故，清朝来訪 の経緯が イ ラ グ クサ ン ＝ フ トク トと混 同され
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 シ ェ　チ ャ ＝ラ マ　　　　　　　　　　　　 セ チェン＝チ）−ジ ＝
て い るの か 。 こ れに 関 して ，若松 （1996：408）は 「西布扎喇嘛は

…
（中略）

…色欽 曲結 の 弟子

とな っ て，色欽 曲結の建立 した寺院 （著者註 ； パ ージ ョ 寺）に居 たの で はなかろ うか 。 こ うし

た両者の密接な関係が誤解 を生んだ 原因と推察され る」と述 べ る 。 しか し管見の 限 り，
シ ェ

ー

チ ャ ； ル ン ドゥ プ とパ ージ ョ寺を直接結びつ け る証拠 は清朝史料 ・「喇嘛伝」・DC など ア ム ド

の寺 院誌い ずれにおい て も見 出す こ とが で きず，若松氏 も史料的根拠 を示 して い ない 。

　で は，セ チ ェ ン ＝チ ュ
ージ ェ を代表とする清朝へ の 使節団に シ ェ

ー
チ ャ ＝ ル ン ドゥ プが加

わ っ て い た と仮定すれ ば ど うで あろ うか 。 それ な らば，両者の来朝の経緯が 共通 して い て ， 後

に混同されて しまっ た こと の 説明が つ く。 しか し，若松氏 は こ の 可能性 を否定す る 。 その 理 由

は，氏 はセ チ ェ ン ＝チ t，・一ジ ェ の 初来朝は崇徳 7 年 （1642）と考 え ，
パ ン チ ェ ン の 指示 も 1640

年で ある こ とか ら，崇徳 3年 （1638）に既 に ム クデ ン に い た こ とが確認 され て い るシ ェ
ーチ ャ

が セチ ェ ン ＝チ ュ
ージ ェ の使節団に加わ っ て い たはずが ない ， とい うもの で ある （若松 1996：

407−08）o

　こ こで ，セチ ェ ン ＝チ ュ
ー

ジ ェ の初来朝時期に つ い て ， 李 （2005，
55）が興味深 い 指摘を し

て い る 。 それは，崇徳 2年 （1637）10月に 「セ チ ェ ン ＝ グ
ー

シ 三 チ ュ
ージェ 」 とい う人物がム

クデン の ホ ン タイ ジ の もとを訪問 してお り，こ れ が後にイ ラ グクサ ン ＝ フ トク トと呼ばれる セ
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チ ェ ン ＝チ ュ
ージ ェ と同

一
人物 で は ない か ，とい うもの で ある

［22）
。 従来の 研究で は，こ れをホ

シ ュ
ー

ト部長 グ シ ＝ ハ ン で ある と解釈するか
（23）

，「セ チ ェ ン 」・「グーシ 」・「チ ュ
ージ ェ 」 とい

う 3 名の 使者で あ る と解釈 され て きた
（24）

。 しか し既述 の 如 く，セ チ ェ ン ＝チ ュ
ージ ェ はイラグ

クサ ン ＝ フ トク トの 称号を受け る 以 前か らグ ーシ の 称号 を有 して お り，こ の 使者が セ チ ェ ン ＝

チ ュ
ー

ジ ェ で ある可能性 は高い 。 こ れ は シ ェ
ー

チ ャ ＝ ル ン ドゥ プが実勝寺で の 勤行を務める 1

年前で あ り， 両者は ほ ぼ 同 時期に ム ク デ ン を訪 れ て い た こ とになる 。 セ チ ェ ン ＝チ ュ
ー

ジ ェ が

大使とな っ た崇徳 2 年 （1637）の チ ベ ッ ト使節に シ ェ
ーチ ャ ＝ル ン ドゥ プ も加わ っ て い て ，当

時ホ ン タ イジが威信をか けて建立 を進め て い た実勝寺の ために，使節 団の うちか らシ ェ
ー

チ ャ

＝ ル ン ドゥ プ を慰留 した可 能性は十分に考 えられ よ う。
い ずれ にせ よ ， 確実 に証明する史料が

ない 以一E こ れ も仮説に過 ぎない の で あるが，現段 階で 可能性 として提示 してお き，今後引 き続

き検討 して い きた い
。

3 ア ム ド東部の 二 寺院 と清朝一 清初 チ ベ ッ ト仏教界の 人材

　　供給源

　前節まで ，「イ ラ グ クサ ン ＝ フ トク ト」 とは DC や KD に記される ア ム ド東部 パ ージ ュ 寺の創

建者セ チ ェ ン ＝ チ ュ
ー

ジ ェ ＝ チ ン パ ＝ギャ ン ツ ォ で あ り，「パ ン デ ィ タ ＝ ノ モ ン ハ ン」とは シ

レ トゥ ≡ フ レ ー
第三 代 ジ ャ サ ク大 ラマ を務め た シ ェ

ー
チ ャ ＝ル ン ド ゥプで ある こ とを，同時代

一
次史料に よ っ て論証 した 。 両者は 同時期 に清朝 を訪 れ，ホ ン タイジ の もとで 重要 な宗教活動

を行 っ た と い う共通 点があ るため に，後世の 文献に お い て 混同 される ように な っ たの で ある 。

しか し，実は両者の 共通点は こ れ だけ で は な い 。それ は，若松 （1996）が指摘する ，シ レ トゥ

＝ フ レ
ー

の 僧源 とな っ た ア ム ド東部の 2 つ の 寺院に 関係す る 。 その 寺院 とは，ア シ ャ ン ＝マ ン

ジ ュ シ ュ リ の ウ シ タ ク寺，そ して セ チ ェ ン ＝ チ ュ
ー

ジ ェ の パ ージ ョ 寺で ある 。

　若松 （1996）は
， 「喇嘛伝」及びチ ベ ッ ト語史料 を用 い て ，両寺院をシ レ トゥ ＝フ レ ーの 歴

代 ジ ャサ ク大 ラ マ の 供給源で ある こ とを究明 した 。
こ こ で は さ らに新出の 同時代

一
次 史料の 分

析を交えて 再検討 し，清朝の チ ベ ッ ト仏教政策史全体か ら こ の こ とが持 つ 意味を考察 した い
。

3．1　 ウシ タク寺 と北京及 び シ レ トゥ ニ フ レー

　ウ シ タ ク寺は，始祖が ア シ ャ ン ＝ マ ン ジ ュ シ ュ リで ある とい う点で既 に シ レ トゥ ＝ フ レー
と

関係が 深い の で ある が ，ア シ ャ ン ＝ マ ン ジ ュ シ ュ リの 後世に もシ レ トゥ ≡ フ レ ーとの 関係が み

られ る 。 本稿 2。1 に 訳出 した DC の ウ シ タ ク寺誌 に は，該寺を後に拡張 した功労者として 「ア

シ ャ ン ＝ シ レ トゥ 」の 名が み え，そ の 人物が ダ ライ ラ マ 五 世来訪時の 北京で 黄寺に住持 して い

た こ とが記 されて い た 。 「喇嘛伝」 で は，「ア シ ャ ン ＝ ラプチ ャ ン パ ＝ チ ン パ ＝ギ ャ ン ツ ォ 」の

名称で 記 され
，
パ ン デ ィ タ ＝ ノ モ ン ハ ン が こ の 人物を黄寺の 座主 に推挙 し，さ らに後 に は 自分の

後継者 と して シ レ トゥ ＝ フ レーの 長の 座 を譲 っ た と され る （本稿 2．2）。 また，第四代シ レ トゥ

＝フ レ
ー

ジ ャ サ ク大 ラマ と して の 伝記 も収録 されて い る （「喇嘛伝」 140；若松 1996
，
400−02）。

こ れ は，以下の 『理藩院題本』（順治 16 年 4 月 7 日 ， 理藩院左侍郎 シ ダ リらの 題本中の 引用）

か らも確認で き る 。
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私 シ レ トゥ ＝ フ レ ーの シ レ トゥ ＝ チ ュ
ージ ェ （Man ．　siretu 　cor

’
i）は，初 め に後黄寺に い た

とき （順治 8年），八旗の ボーイ ＝ ニ ル か ら引 き受けて 置い た 108人の バ ンデ ィの 内．6 人

の バ ン デ ィが病 んで亡 くなっ た後 私はパ ン デ ィ タ ＝ ノ モ ン ハ ン に報告 した 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『理藩院題本』第 1巻、218b−220a）

　これ は，上奏時 （順治 16年）シ レ ト ゥ ＝ フ レ
ー

の長で あ っ たシ レ トゥ ＝ チ ュ
ージ ェ ，すな

わ ちア シ ャ ン ＝シ レ ト ゥ が，順治 8年に黄寺の 座主 を務め て い た際に 6人の 満洲人バ ン デ ィ が

死亡 した件を隠匿 して い たこ とが順治 16年に なっ て発覚 し，申 し開 きをして い る もので ある 。

文面か ら，順治 8年の創建当時か ら黄寺に住持 して い たこ と，当時か らパ ン デ ィ タ ≡ ノ モ ン ハ

ン の統属下にあ っ た こ とが確認で きる 。 さらに，シ レ トゥ ＝ チ ュ
ージ ェ は別の 上奏 （順 治 12 年

12月 18 日理藩院尚書シ ャ ジダラ らの 題本中の 引用）にお い て，シ レ ト ゥ ＝ フ レー
及びウシ タ

ク寺の 始祖ア シ ャ ン ＝ マ ン ジ ュ シ ュ リが 自分 の叔父で ある と述べ て い る
（25）

。

　「喇嘛伝」に よる と，ア シ ャ ン ＝シ レ ト ゥ は シ レ ト ゥ ≡フ レ
ー

の ジ ャ サ ク大ラマ の 職を辞 した

後 「巴州地方」に行き，「巴州の 寺」を別の場所に移 して拡張させ た とい う。 「巴州」とは パ ー

ジ ョ で あるが ，ア シ ャ ン ＝シ レ トゥ が拡張させ た寺はパ ー
ジ ョ 寺で はな くウ シタ ク寺で ある の

で ，こ れ は寺名で は なく地域名称 としての パ ージ ョ と理解すべ きである 。 ウ シタ ク寺拡張 は，

ア シ ャ ン ＝シ レ ト ゥ とパ ー
ジ ョ 寺の ナ ン ソ とい う人物 と共同で行われ て い る 。 また，2．1で も述

べ た通 り，ウ シ タク寺の歴代座主には パ ー
ジ ョ 寺の 関係者が複数お り，人材の 交流が あっ たこ

とが わ か る 。 若松 に よる と，両寺院 の 僧 たち は ラ サ の デ プ ン 僧院 ゴ マ ン 学堂に留学し，サ ム ロ

＝ カ ム ッ ェ ン に所属する こ とにな っ て い た 。 こ うしたこ とか ら，氏は両寺院の 間に 「緊密な協

力関係」が あ っ た と指摘する （若松 1996，410）。 そ こ か ら，次に述べ るパ ージ ョ 寺とシ レ ト ゥ

ニ フ レ
ー

の関係 も構築された と考えられる 。

3．2 パ ー ジ ョ 寺 と北京及び シ レ トゥ ＝ フ レ ー

　パ ージ ョ 寺 とシ レ トゥ ＝ フ レ
ー

の 関係につ い て，「喇嘛伝」（137）の 第二 代ジ ャ サ ク大 ラ マ の

伝記に興味深 い 記述がある 。 それは，始祖ア シ ャ ン ＝ マ ン ジュ シ リの後継者選出に関する記事

で ある ， 崇徳元年 （1636）8 月にア シ ャ ン ≡ マ ン ジ ュ シ リが逝去す る と，太宗ホ ン タイジは 「巴

素綽爾済」なる人物 に誰 を後継者 とすべ きか問うた 。 それ に対 して 「巴素綽爾済」はア シ ャ ン

＝マ ン ジ ュ シ リの 弟 を推挙 した と い う。 こ の 「巴素綽爾 済」 につ い て ，若松 （1996，
405）は不

明で あるとしなが らも，バ ソ ＝チ ュ
ーキ ＝ギ ェ ン ッ ェ ン （Ba　so 　chos 　kyi　rgyal 　mtshan 　1402−73）

の 第六世転生者であ る可能性 を示 して い る 。 しか し若松氏 自身も認め る ように，第六世転生者

が当時ム クデ ン を訪れて い たとい う記録 はな く，シ レ トゥ
＝フ レーとの 接点 も見 られない 。 そ

こ で ，本稿で は別の 可能性 を指摘 した い 。 す なわち，「巴素綽爾済」は 「パ ージ ョ ＝ チ ュ
ージ ェ

（ba　jo　chos 　rje）」 と復元 され，パ ージ ョ 寺創建者で あ るセチ ェ ン ＝ チ ュ
ージ ェ を指すの で はな

い か 。 本稿 2。2 にお い て ，セ チ ェ ン ＝チ ュ
ージ ェ の 初来朝が崇徳 2 年に 遡れる と指摘 したが，

この と きに ホ ン タイ ジか ら上 述の 諮問があ っ た の で はなか ろ うか 。 ホン タイジが同 じアム ド東

部 に寺院を創建 した セチ ェ ン ＝チ ュ
ージ ェ に諮問す る の は理に適 っ て い る し，ア シ ャ ン ＝マ ン

ジ ュ シ リの 弟 を推挙 する とい う的確な回答 も頷けるで あろ う。
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　 さて，DC （214b） には パ ー
ジ ョ 寺を維持 し大き くした功労者 として 「メ ル ゲ ン ＝ チ ュ

ー

ジ ェ 」（Me 　rgen 　chos 　rje ）と い う人物が 紹介されて い る
〔26｝

。
シ レ ト ゥ ＝ フ レ ー

の 「喇嘛伝」に

も，同 じ 「メ ル ゲ ン ＝ チ ュ
ー

ジ ェ 」 とい う名の 人物が シ レ ト ゥ ＝ フ レ ー
第七代ジ ャ サ ク大 ラマ

と して 記録 され て お り，死 後に転生者 を 「巴州寺」に迎 えた と い う記述が ある の で （「喇嘛伝」

141），DC に述べ られ る人物と同
一 とみて矛盾はな い 。

　こ の メ ル ゲ ン ＝ チ ュ
ージ ェ に関 して は，拙稿 （2008）にお い て清朝史料に現れ る 事績をまと

め て い る。メ ル ゲ ン ＝ チ ュ
ー

ジ ェ が活躍 した 17 世紀末以 降は，ア ム ドの 名刹グ ン ル ン寺か ら

チ ャ ン キ ャ ニ 世 （Ngag 　dbang　blo　bzang　chos 　ldan　1642 − 1715 ）が来朝 し，次第に清朝の チ ベ ッ

ト仏教界 を担 うよ うに なる こ とが知 られ て い る 。 拙稿 （2008）で は，メ ル ゲ ン ＝ チ ュ
ージ ェ

がチ ャ ン キ ャ登場の 直前 まで 清朝の チ ベ ッ ト仏教界の統率者，北京の ジ ャ サ ク大ラ マ の 職に あ

り，チ ャ ン キ ャ よ りも先 に大 国師号 を も受けて い た こ と を指摘 した 。

　清朝史料 からは，大国師メ ル ゲ ン ＝ チ ュ
ージ ェ とパ ー

ジ ョ 寺 との 関係 を明示す る記述 は見出

せ ない
。 しか し，メ ル ゲ ン ＝ チ ュ

ージ ェ が授与 され た大 国師号 をみ る と，興味深 い 事実が判明

す る 。 メ ル ゲ ン ＝チ ュ
ージ ェ が受けた 「灌頂普惠弘善大国師」 とい う称号に含まれ る 「弘善」

は，パ ージ ョ 寺 の 漢名 「弘善寺」 と
一

致す る の で ある。さら に，順 治帝が こ れ と全 く同
一

の 称

号 を セ チ ェ ン ＝チ ュ
ージ ェ に贈 っ て い た と い う伝承が現在 の パ ージ ョ 寺に残 っ て い る

 
。 セ

チ ェ ン ＝ チ ュ
ージ ェ の 国師号 に関 して は，現段 階で伝承 を裏付ける 同時代史料が な く，証明す

る手段が ない が ，DC や KD の セ チ ェ ン ＝ チ ュ
ージ ェ 伝 の 最後に共通 し て 記 され て い る 点が 興

味深 い
。 以 上か ら，大国師メ ル ゲ ン ＝チ ュ

ージ ェ は パ ージ ョ 寺の 功労者で あり，シ レ ト ゥ ＝ フ

レ ー第七代 ジ ャ サ ク大 ラマ を務め た 「メ ル ゲ ン ＝ チ ュ
ー

ジ ェ 」と同
一

人物で ある と考える 。

お わ りに　一 清朝の チベ ッ ト仏教界形成 の礎

　本稿で は，先行研究で 度々 取 り上 げられ なが らも未だ見解が 定 まっ て い なか っ た 2 人 の 僧の

人物像を，同時代
一次史料に よ っ て再検討し，両者が別人で ある こ とを論証 した 。 その 過程で 明

らか にな っ た ア ム ド東部の 二 寺院と シ レ ト ゥ ＝ フ レー
の 関係 に つ い て は

， 若松氏 に よ っ て 早 く

か ら指摘 されて い た もの の ，南モ ン ゴ ル の
一地方とア ム ドの 片 隅の 無名寺院の 閧係 と して 受け

止め られ るに とどま っ て い た 。 本稿で は，最初期の 清
・チ ベ ッ ト関係構築及 び北京の チ ベ ッ ト

仏教界形成の 過程にお い て ，シ レ トゥ ＝ フ レー
が 中心的役割 を担 っ て お り，ア ム ド東部の パ ー

ジ ョ ・ウ シ タク両寺院はそ の 人材供給源 とし て
，

チ ャ ン キ ャ 登場直前ま で 常に指導的立場を担

う僧を輩 出して い たこ とを指摘 した 。 有名 なチ ャ ン キ ャ ＝ フ トク トを中心 とす る清朝の チ ベ ッ

ト仏教界は
，

こ の よ うな清朝最初期か らの ア ム ド系人脈 を基礎 と して 築か れ て い くの で ある 。

　両寺院の 出身者 はラサへ の 留学経験か らチ ベ ッ ト側 に顔が利 くうえ，ア ム ド東部とい う境界

地域出身である ため にチ ベ ッ ト語 ・モ ン ゴ ル 語双方に通 じて お り， 清朝とチ ベ ッ トを仲介する

の に最適 の 人材 として 重用 された の で あ ろ う。 本稿 で は紙幅の 関係 で 取 り上 げる こ とが で きな

か っ たカミ 順治朝後半〜康煕朝中葉に清朝か らチ ベ ッ トへ 派遣された使者に 「サ ム ロ 」 （bsam

blo＞や 「ア シ ャ ン」の名を冠 した称号 を持 つ 僧が多数確認で きる （石濱 2001， 162−67 表 A ）。

こ の 地域 の 僧た ちは
， ラサ の 大寺院に 留学 して サ ム ロ ＝ カム ツ ェ ン に所属す る こ とに な っ て お
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り，呼称 に 「サ ム ロ 」を冠する こ とが多い 。 よ っ て，こ れ ら の 僧た ちは ア ム ド東部地域出身者

であっ た と推測 され ，幾人か は シ レ トゥ ＝ フ レーの 「喇嘛伝」 に記 される人物名と
一

致す る 。

彼 らと清朝との 関係は，ア シ ャ ン ＝ マ ン ジ ュ シ ュ リが清朝 に おい て 築 い た シ レ トゥ ＝フ レーが

受け皿 とし て機能す る こ とに よ っ て構築 されて い っ た の で ある 。

　従来，清朝の チ ベ ッ ト仏教界形成は，順治朝の ダライラ マ 五 世来訪や康 煕朝 の チ ャ ン キャ ニ

世来朝 とい う画期的な事件 の みを要因 と して 語 られて きた 。 しか し本稿 で論 じたように ， 太宗

ホ ン タイジ時代か らの 人脈 を基礎 とし，パ ージ ョ
・
ウ シ タク両寺院か ら人材 を獲得 して い た シ

レ トゥ ＝フ レーが中心 となっ て形成 されて い っ た もの と捉え直すべ きで ある 。

略号表

チ ベ ッ ト語

DsN

DC

KD

PJ

VS

ngag 　dbang　blo　bzang　rgya 　mtsho ，　za 　hor　gソi　ban 　de　ngag 　dbang 　blo　bzang　rgya 〃mtsho 　
’i　’di　snang

’khr〃1　ba，i　rol 　rtsed 　rtogS 　brJ’od 　kyi　tshul　du　bkodpa　du　ku ’〆 igOS　bzα ng ．

nsqg 　dbang　blO　bzang　rgya 　mtsho
’
　i　mam 　thar，西蔵人民 出版社，1989，

brag　dgon　zhabs 　drung　dkon　mchog 　bstan　pa　rab 　rgyas ，　yul　mdo 　smad 　kyi　lj
’
ongs 　su 　thub 　bstan　rin 　po

σ加 〃 如 厂 ぬ r うα

’
〃5勧 193α乃 α厂 わヴα 1ρα ぬ う伽 厂 僻 α 席 3加 ．

Lokesh 　Chandra　ed ，，77ie　Ocean　Annals　efAmdo ，　Parti，New 　Delhi，1977．

漢訳版 ： 呉均 ・毛継祖 ・馬世林訳 『安多政教史』甘粛民族出版社 ，1989．

gser　tog　blo　bzang　tshul　khrims　rgya 　mtsho ，　sku 　
’bum　byams∫pa 　gling　gi　gdan 　rabs 　don　ldan　tshangs

pa 　
’i　dbyangs　snyan ．

『塔爾寺志』青海民族出版社 ，1982．

漢訳版 ：郭和卿訳 「塔爾寺志 』青海人 民出版社 ，
1986．

sum 　pa　mkhan 　po　ye　shes 　dpal　’byor，　dpag　bsam　ijon　bzang．
Lokesh　Chandra　ed ．，コPag　sam ／on 　zang ，　Calcutta，1908，

sde 　srid　sangs 　rgyas 　rgya 　mtsho
，
　dpat　mn ）um 　med 　ri　bo　dge　ldan　pa

’i　bstan　pa　zhvva　ser 　codpan
’
chang 　ba’i　ring　lugs　chos 　thams　cad 　kyi　rtsa　ba　gsal　bar　b）edpa 　bai　d’u　rya　serpdi 　me 　long，

dga’　ldan　ches ’byung　baid’” r：｝U 、serPO ，中国蔵学出版社 ，1989．

満洲語 ・
モ ン ゴ ル 語

満文 『太宗実録』 順治初纂満文本 『大清太宗文皇帝実録』中国第一
歴 史襠案館所蔵 。

『理藩 院題本』

「満文国史院襠」

『満文老 襠』

「礼科史書」

『内秘書院襠』

ET

『清朝前期理 藩院満蒙文題本』内蒙古人民出版社 ，2010。

中国第
一

歴史襠案館所蔵 （筑波大学中央図書館所蔵 マ イク ロ フ ィ ル ム を利用）。

『満文老襠　訳注』満文老襠研究会，東洋文庫，1955−1963。

中国第
一

歴史襠案館所蔵 。

『清内秘書院蒙古文襠案』内蒙古人民出版社 ，2003 。

岡田英弘 『蒙古源流』刀水書房 ，2004。

漢文

『世祖実録』

乾隆 『会典則例』

「喇嘛伝」

『選編』

『大清世祖章皇帝実録』（康熙 11年），台湾華文書局版 ，1964 。

乾隆朝 『欽定大清会典則例』（乾隆 28年），『文淵閣四庫全書』，商務印書館 。

斉克希 「錫勒図庫倫旗喇嘛伝匯典」，『庫倫旗志資料匯編』第一輯 　1989。

『清初五世達頼喇嘛襠案史料選編』 ， 中国蔵学出版社 ，2000。
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（20）

ET によると，セ チ ェ ン ＝チ ュ
ージ ェ は 1625年に パ ン チ ェ ン ラマ

ー
世 から 「国師 （グ

ーシ）」号

を授与され た とい う （ET ，310）。　 ET に は多 くの 版本 が 存在す る が，代表的 な 5種類 の テ キ ス ト

を併記した森川 （2008）を確認する と，セ チ ェ ン ＝チ ュ
ー

ジ ェ に 関する記述は何れ の版本で も

収録 され て お り，内容も概ね
一

致して い る 。 本稿で は，最 良とされるウ ル ガ本を校訂した デ ・ラ

ケ ヴ ィ ル ツ 本を底本 とする岡田訳 を用 い ，そ の 頁数を示 した 。

満文 『太宗実録』巻 63，崇徳 7 年 10 月己亥 （2 日）条 。

満文 『太宗実録』巻 64，崇徳 8 年 5 月丁酉 （5 日）条 。 そ の 後
一
行は，翌木猿年 （順治元 1644）

後半 に ラ サ へ 到着 して い る （DsN ，1124a）。

DC 漢訳版 （176）で は 「僧 山」 の字が 当て られ て い る 。

原文に は 「gdong　can 」 と の み記 され て い るが．本稿で は DC 漢訳版 （176）の 「獅面母」 （seng

ge
’i　gdong　can ）とする解釈に従 っ た 。

例 えば，丹迫 ・李 （1997，　11− 13），張 ・劉 ・王 ・張 （2008 ，14牛 45 ）な ど。

但 し，こ れは 6 代後 の 転生者で ク ン ブム 寺密教学堂第 66 代長 と な っ た イシ ー≡テ ン ジ ン ＝ニ マ

（ye　shes 　bstan　Uzin　nyi　ma 　1866−？）の略伝の 中に，前世譚と して収録 されたもの で ある 。 チ ュ
ー

ジェ
＝チ ンパ ≡ ギ ャ ン ッ ォ 自身とク ン ブム 寺の 関係は何も記述され て い ない 。

漢語か らの 音写 と思わ れ，KD 漢訳版 （226 ）で は 「聖海」 とい う字が 当て られ て い る 。 先の DC

中 の zi皿 shan に当た る が ，既述の如 くDC 漢訳版では 「僧山」と復元 され て い る 。

KD （281−82）には，ツ ォ チ ュ ン ＝ル ル ウ ェ
ー＝ロ ド ゥ

ー （Mtsho　byung　rol 　ba’i　blo　gros）とい

う人物が著した 『歴代転生者の伝記，如意樹 （∫煙 ρ加 8ηg ア∫083 わグ0 ゴ ゆ αg 血g翩 加η ρα）』 とい

う書物 に依拠 した と 述べ ら れ て い る が，こ の 書物に 関する詳細は 不明で ある 。

シ レ トゥ ＝フ レ
ー

の 統括者に与えられ る職位名称 。 ジ ャ サ ク （Man ．　jasak）は，「執政」を意味

する モ ン ゴ ル語 （Mon ．　JasaY）か ら満洲語 に取 り入れ られた語彙で ある 。 「ジ ャ サ ク大 ラ マ 」（執

政 た る大ラ マ ）とい う職位名称 の 使用は，清朝が領 内の チ ベ ッ ト仏教界に モ ン ゴ ル の ジ ャ サク旗

制に準じた組織管理体制 を構築する 意図が あ っ た こ と の 現 れ と考え られ る （拙稿 2007）。

ア シ ャ ン ＝ マ ン ジ ュ シ リは，当時 の 清朝史料で は 「マ ン ジ ュ シ リ ＝ フ トク ト＝ ラ マ （Man ，　Manjusiri

katuktu　 lama）」の名で記録されて い る。 太宗期 の 満文史料に現れ る ア シ ャ ン ＝ マ ン ジ ュ シ リの

活動につ い ては，拙稿 （2007，　44− 46）に て論 じた 。

本来の 意味は 「囲 わ れた 空間」 で あ る が，
一
般に テ ン ト群な ど を意味す る 。

当時の ウ シ タ ク座主か，或 い は第 46 代ガ ン デ ン 座主サ ム ロ ≡チ ンパ ＝ギ ャ ン ッ ォ （Bsam 　 blo
sbyin 　pa　rgya 　mtsho 　1629−95，在位 1692−95）を指すと思 われ る （VS ，95）。
VS （339）に 該当記事が あ る。

タ ン リ ン 寺とパ ージ ョ 寺は ウ シ タ ク寺と同 じく現在の青海省民和県回族土族 自治県，ドツ ァ ン 寺

は北 隣 の楽都県に位置する 。

テ ウ ォ は甘粛 の 南部，四川 ・青海との 境界に位置する 地域 を指す地名 で あ る。ラ サ の 大僧 院 に属

する カ ム ッ ェ ン （khams　tshan）の
一

つ で あ ろ うが ，どの僧院・
学堂 で あ る かは不明。若松 （1996，

408 ）はデ プ ン 寺ゴ マ ン 学堂所属であろ うと述べ て い るが，そ の根拠は示され て い な い 。

「喇嘛伝」137。 以下，シ ェ
ー

チ ャ ＝ル ン ドゥ プ伝は 「喇嘛伝」 （137−40 ）に よる 。

盛京の 四方に建立 された塔 と寺 （北塔寺 ＝ 法輪寺 t 東塔寺＝永光寺，南塔寺 ＝広慈寺，西塔寺
＝ 延寿寺）。石濱 （2011，　42−57）が四塔寺建立 の 背景に ある思想を明 らかに し，併せ て 氏が 2005
年 に訪問 した際の現状報告を記 して い る 。

例 えば，順 治 14年に ジ ャ サ ク ラ マ とい うチベ ッ ト仏教管理 ポス トが設置された際，京師北京 ・

陪都盛京 ・南モ ン ゴ ル 最大 の 都市 フ フ ホ トと 並 ん で シ レ ト ゥ ＝ フ レ ーに もポ ス トが 置か れ た事

実か らも，当時の シ レ トゥ ＝ フ レ
ー

の 重要性が覗え る 。

本稿 では，著者が 2007年に現地で 書き写 した法輪寺満文碑記か らの拙訳を用い た が ，石濱 （2011，
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（21）

（22）

（23）

（24）

（25）

（26）

（27）

47−48）は満 ・蒙 ・漢 ・蔵文全 て を参照 して碑文の 全文和訳を掲載 して い る 。

ネ イ チ ＝トイ ン （Mon ．　Ney6i 　toyin 　l587 ？−1653）は，17 世紀前半，主 に南モ ン ゴ ル 東部で布教

活動を行っ たオイ ラ ト出身の 僧 で あ る 。 ネイチ ＝ トイ ン の 牛 涯 に つ い て は，若松 （1973＞，バ ー

トル （2004）を参照 。

こ の こ と は，近年影印出版さ れ た 『内秘書院襠』（第 1 輯，204−05）で も確 認 で きる 。

陳 （lg92）を参照 。

『選編』（2．3）を参照。

但 し，こ の こ とは DC にも 「喇嘛伝」に も記 され て い な い
。

「ス ム パ は 『メ ル ゲ ン ＝ チ ュ
ージェ ＝ リーキ ャ ≡ サ カ ル ＝ラ マ （Me 　rgen 　chos 　rje　li　kya　sa　kar　bla

ma ）に よ っ て維持が なされ，かつ て は タ ン リ ン 寺 の 支部で あ っ たが，最近 で は 自立 を維持 し て

い る 。 そ の た め，セ ル テ ィ 庵 （Ser　dris　ri　khrod ）もこ こ の 支部 と なっ て い る』と説明 して い る」

（DC ．214b ）。ス ン パ とは ス ン パ ＝ ケ ン ポ （Sum　pa　mkhan 　po　ye　shes 　dpal’byor　1704−88）の こ と

で ，そ の 著作 PJ （346 ）に該 当箇所が確認 で き る。

蒲 （1990 ，
　27−28）を参照 。 なお，著者は 2011年 9 月に パ ージ ョ 寺を訪れ，ケ ン ポ を務 め る白公

巴傑氏に寺の 歴 史と現状 を伺 っ た。氏 に よると，元 来は セ チ ェ ン ＝ チ ュ
ージ ェ に贈 られ た とさ

れ る 国師 の 詔書 や 印章などが寺に保管 され て い た とい うが tl958 年以 降行方が分か らない とい

う。 現在，清代 の 文物と して は，メ ル ゲ ン ＝チ ュ
ージ ェ が 康熙帝よ り贈 ら れ た とみ られ る扁額

の み寺内に 残 され て い る。

附記

　本研究 は，平成 23 年度文部科学省科学研究費補助金 （特別研究員奨励費）に よる研究成果 の
一

部 で

あ る 。
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